



































































































































































本研究は以下のような 2 部、6 章構成をとった。 













第 1 部の概要は以下の通りである。 
第 1 章は、明治 20 年代における「国語」に関する議論を整理した上で、そこでの動向




























































































第 1 節 本研究における「国語」と「古典」 
第 1 項 国語教育関連法令における「国語」および「古典」 
第 2 項 中学校教授要目における「古典」および「国文学史」 
第 2 節 先行研究の検討 
   第 1 項 方法論の分類 
   第 2 項 国語教育史・古典教育史研究の動向 
   第 3 項 「古典」のとらえ方について 
第 3 節 本研究の構成 
第 1 部 「国文学史」の設置による「国語」と「古典」の分化 
第 1 章 国語及漢文科における教育内容の重心の推移―「国文」から「国語へ」― 
第 1 節 明治 20 年代の国語教育論の動向―井上毅および上田万年を中心に― 
   第 1 項 教育雑誌上における国語教育論の活発化 
   第 2 項 井上毅の「実用主義」的国語教育論 
第 3 項 上田万年の「国語学」的国語教育論 
第 4 項 「古文」の教育的価値についての議論 
第 2 節 「講読」教科書の編集方針―落合直文編集教科書を基軸として― 
第 1 項 検定通過教科書への着目 
第 2 項 本節における分析の目的と方法 
第 3 項 落合の経歴および国語教育観 
第 4 項 落合直文編集教科書の特徴 
第 5 項 教科書編集の方針と編者たちの出身校との関連性について 
第 6 項 明治 20 年代における「国語」への希求 
第 2 章 国語及漢文科における「国文学史」の導入と定着の過程  
第 1 節 「国文学史」に関する規定および提案の変遷 
第 1 項 「尋常師範学校の学科旧美程度」（1892（明治 25）年） 
第 2 項 「尋常中学校国語科の要領」（1894（明治 27）年） 
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第 3 項 『尋常中学校教科細目調査報告』（1898（明治 31）年） 
第 4 項 『文部省尋常中学校国語科教授細目修正私案及説明』（1898（明治 31）年 
第 5 項 中学校令施行規則（1901（明治 34）年）および中学校教授要目（1902（明
治 35）年） 
第 2 節 「国文学史」教科書の編集方針―明治 20 年代と 30 年代の「国文学史」テク
ストの比較から― 
第 1 項 「国文学史」教科書への着目 
第 2 項 明治 20 年代における「国文学史」の多様性 
第 3 項 明治 30～40 年代（細目・要目下）における「国文学史」教科書の統一性 
第 4 項 教科書から見る「古典」としての「国文学史」 
第 3 節 中学校教授要目の成立過程における文章観 
第 1 項 「講読」教科書と「国文学史」教科書の関連性への着目 
第 2 項 「細目」から「要目」の過程における「講読」と「国文学史」 
第 3 項 明治 20 年代～30 年代半ばにおける文章観 
第 4 項 文章観の確立に伴う目的論の分化 
第 3 章 『尋常中学校教科細目調査報告』における論点と争点―「国語」と「古典」の  
境界線をめぐって― 
第 1 節 問題の所在としての中学校教授要目および『尋常中学校教科細目調査報告』 
第 1 項  要目①の特徴 
第 2 項 「国文学史」設置までの動向 
第 3 項 『尋常中学校教科細目調査報告』の重要性と問題の所在 
第 2 節 上田万年の国学批判 
第 1 項 「国語教授連の軋轢」 
第 2 項 上田の国学批判の根拠 
第 3 節 小中村義象の国学的国語教育論 
第 1 項 小中村の経歴および活動 
第 2 項 小中村の国語教育論の展開 
第 3 項 小中村の国語教育論の特徴 
第 4 節 要目①における教材範囲の限定の論理 
第 1 項 上田万年と小中村義象の「対立」における論点と争点 
10 
 
第 2 項 中学校教授要目に対する高津鍬三郎のかかわり 
第 2 部 「現代文」概念の定着に伴う「古典」概念の形成と成立 
第 4 章 「国文学史」廃止による「国語」への傾斜 
第 1 節 中学校教授要目の改定に伴う国語科の内容の変更 
第 1 項 「国文学史」の重要性とその廃止 
第 2 項 国語科の変更内容 
第 2 節 文部省の諮問と中学校長会議の答申 
第 1 項  要目①に対する批判 
第 2 項 「国語科に於て国文学史を教授するの要否」 
第 3 節 「国文学史」廃止の要因についての考察 
第 1 項 「国文学史」の不要論と擁護論から 
第 2 項 中学校の学校数および生徒数の増加から 
第 3 項 作文教育の動向から 
第 4 節 要目②における「国文学史」廃止の意味  
第 5 章 「国語講読」における教材範囲の拡大と「現代文」定着との関連 
第 1 節 要目③の特徴 
第 1 項 要目①および要目②の総括 
第 2 項 要目③における問題の所在 
第 3 項 要目③公布までの過程 
第 2 節 『国語教育』における「国語講読」論 
第 1 項 「古文」偏重を否定する国語教育観 
第 2 項 上古文・中古文を包含する「国語講読」観 
第 3 項 「国語講読」の内容・範囲の拡大 
第 3 節 「国語講読」の内容から時代的制限が撤廃された背景 
第 1 項 『国語教育』掲載論文に見る「現代文」および「古典」概念の形成 
第 2 項 保科孝一編集教科書における中古文の採択状況とその根拠 
第 3 項 近古文、中古文教材採択の根拠の変化に伴う「古典」概念の形成 
第 4 節 要目③における教科内容決定の根拠 
第 6 章 「古典トシテノ国文」からの遡及による「古典」概念成立時期の検証 
第 1 節 要目⑤における「古典」 
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第 1 項 「古典」の初出 
第 2 項 要目⑤と国定教科書『中等国文』の特徴 
第 3 項 『中等国文』からの遡及 
第 2 節 「古典」概念の成立時期についての検討 
第 1 項 中学校教授要目中改正（要目④）制定の根拠と、「古典」教材の取り扱い 
第 2 項 要目③制定時における「古文」の扱い 
第 3 項 要目の改訂に伴う「国語」「古典」の範囲の変遷 
第 3 節 要目⑤における「古典トシテノ国文」明示の根拠 
終章 本研究の結論 
第 1 節 中学校教授要目の変遷とその契機 
第 2 節 「国語」と「古典」の境界線をめぐって 
第 3 節 国語科における「古典」概念の形成と成立 
 
